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緒言

我々は，高い熱電特性を示す事がごく最近報

告されたカルコパイライト構造熱電材料[1,2]

に，室温下で高圧処理を施す事により, ナノス

ケールのdisorder構造を導入できる事を見出し

た．この disorder構造を詳細に評価し，熱電特

性に与える影響について調べた． 

 

実験方法 

高圧処理を施した CuInTe2 バルク体は，

CuInTe2 粉末をカプセル状の型に充填し，室温

において GPa オーダーの圧力で等方加圧する

事により作成した．比較のため，ホットプレス

焼結により作成したバルク体も用意した. こ

れらの disorder 構造を TEM で直接観察し, 

SXRD プロファイル及びブロード解析により

定量評価し，5 K～723 Kでの熱電特性を測定

した． 

 

結果と考察 

高圧処理したバルク体は，3種類の特徴的な

ナノスケールのドメインから形成される事が

わかった．それぞれのドメインの違いは，カチ

オン原子であるCuと Inのアンチサイト欠陥の

割合と配列の規則性の違いに起因している．圧

力が高くなると，アンチサイト欠陥の割合が増

え，メゾスケールでのミクロ歪も増大する事が

定量的に説明できた．これらの disorderに由来

して格子熱伝導率は最小熱伝導率近くまで低

減し，電気的特性も大きく影響を受ける事がわ

かった． 

Fig. 1. Thermal conductivity of high pressure and 

hot pressing bulks. Inset is a HRTEM image of 

high pressure treatment bulks.  

 

結言 

本研究で実証した室温下での高圧処理によ

る熱電材料のナノスケール構造制御は，熱電特

性最適化の新たな手法と考えられる． 
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